
づ
」
三
丿
一
一
’
・
〃
ｙ
ｔ
・
’
、
’
。
浅
才
″

。
づ
‘ づ
い
ご
…
…
、
ゝ
つ
「
相
互
扶
助
」
’
で
す
。
日

　
　
　
…
…
…
菅
波
茂
　
　
本
人
が
助
け
合
う
と
い
う
基

゛ 一
　

0 9
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
本
概
念
が
、

9 5
年
１
月
に
発

あ
た
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
生
し
た
阪
神
大
震
災
の
時
に

を
支
援
し
て
頂
い
た
方
々
に

い

き
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部
3
0
力

国
を
基
軸
と
し
て
、
国
連
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
大
学
・
地
方
自
治

体
・
宗
教
団
体
・
企
業
・
民

間
団
体
・
善
意
の
佞
人
の
方

々
な
ど
、
様
々
な
団
体
や
個

人
と
の
連
携
に
よ
っ
て
成
立

し
て
い
ま
す
。

発
露
し
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン

大
地
震
（
同
５
月
）
や
雲
南

大
地
震
（
9
6
年
２
月
）
被
災

者
救
援
活
動
の
時
に
も
、
国

際
社
会
で
相
互
理
解
さ
れ
る

概
念
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し

セ
ー
ジ
と
し
て
積
極
的
に
発

信
す
る
べ
き
だ
」
と
確
信
す

る
こ
と
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア

ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

等
に
相
互
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
充
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　
創
設
3
0
周
年
に
向
け
て
、

0
9
年
か
ら
の
５
ヵ
年
計
画
の

作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

ＡＭＤＡ相互扶ﾉ助ネノφﾄ=ごワ･－ク５ヵ年計画乙=

く
、
内
容
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
7
.

0
そ
し
困
が

す
。
遍
大
て
、
そ
の
資
格
は
な
か
な
か
ず
。

一
が
な
い
辻
と
言
わ
れ
れ
ば
、
フ

ハlﾝ

過｡ｊ

め
ポ
イ
ン
ト
は
、
0
6
年
８
月
与
え
ら
れ
な
い
仕
組
み
に
な
去
2
5
年
間
に
様
々
な
プ
ロ
グ

に
認
証
さ
れ
た
国
連
経
済
社

会
理
事
会
総
合
協
議
資
格
で

す
。
こ
の
資
格
は
国
連
に
政

策
提
言
す
る
権
利
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
１
３

７
番
目
、
日
本
で
は
４
番
目

っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ラ
ム
を
実
践
し
て
ぎ
ま
し

8
4
年
の
創
設
か
ら
総
合
協
議
だ
。
今
後
は
、
平
和
の
み
な

資
格
認
定
ま
で
2
2
年
の
歳
月
ら
ず
、
定
義
の
で
き
な
い
個

を
要
し
ま
し
た
。
世
界
の
人
人
の
幸
福
に
つ
い
て
も
言
及

た
ち
の
平
和
と
幸
福
の
た
め
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

７
番
目
、
日
本
で
は
４
番
目
に
、
総
合
協
議
資
格
を
い
か
す
。
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た

に
な
り
ま
す
が
、
日
本
発
の
に
活
用
す
る
か
。
ヽ
い
か
に
国
叡
智
を
、
国
連
へ
提
言
す
る

＆
@
Ｓ
～
ｌ
ｄ
～
。
１
　
‐
。
。
　
。
１
１

。‐
ｋ
ｌ
ｌ
１
１

。
１
ｓ
ｌ
ｌ
ｓ
ｌ
ｋ
　
ｊ
=
_
Ｊ
Ｉ
　
．
ｉ
ｊ
ｓ
ｓ
一
ｌ
ｒ
ｌ

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
ｊ
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
メ
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
ｊ
ｓ
ｌ
ｊ
～

多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
初
逓
に
政
策
提
言
を
す
る
か
。
政
策

力
国
よ
り
も

格
数
で
す
。

年
に
認
定
さ
れ

Ｄ
Ａ
だ
け
で
し
た
。

　
国
際
社
会
に
は
厳
然
た
る

差
別
が
あ
り
ま
す
。
意
欲
と

能
力
が
あ
っ
て
も
機
会
が
与

え
ら
れ
な
い
事
実
で
す
。
最

）
て
は
初
連
に
政
策
提
言
を
す
る
か
。
政
策
と
し
て
昇
華
さ
せ
ま

Ｔ
９
２
５
ヵ
年
計
画
は
、
こ
の
総
合
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
鮒
設

2 5
周
年

　
Ｊ
ｊ
　
Ｊ
ｒ
ｊ
♂
　
♂
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｒ
　
　
　
ｓ
　
　
ｆ
　
♂
　
　
　
り
♂
″
ｅ
　
　
　
　
　
一
ｓ
ｙ

’
認
定
員
協
議
資
格
を
活
用
す
る
べ
記
念
大
会
が
、
東
京
心
岡
山

に
、
0
6
く
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
相
互
扶
七
開
催
さ
れ
る
今
年

1 0
月
ま

ほ
Ａ
Ｍ
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
昇
華
で
に
は
、
国
連
総
合
協
議
員

　
　
　
　
　
さ
せ
る
た
め
に
作
成
さ
れ
格
を
活
用
し
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
混
け
で
な

く
、
世
界
中
の
叡
智
を
い
か

に
集
め
て
政
策
形
成
を
す
る

創
設
3
0
両
年
ｊ
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

相
互
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
５

ヵ
年
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。
「
相
互
扶
助
」

大
の
ポ
イ
ン
ト
が
資
格
の
有
の
か
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
平
和
を
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
　

無
で
す
。
「
あ
な
た
は
そ
こ
　
「
家
族
の
今
日
の
生
活
と
明
に
本
年
も
全
力
疾
走
し
ま
・
『

に
い
る
資
格
が
な
い
」
と
か
日
の
希
望
が
実
現
で
き
る
状
す
。

　
「
あ
な
た
は
発
言
す
る
資
格
況
」
で
あ
り
、
阻
害
要
因
と
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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